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　Cool　climate 　and 　shaded 　condition 　are 　favorable　for　the　growth　of　Coptis／aponica 　MAKINo

and 　the　plant　is　usually 　grown 　in　a　shaded 且eld 　or　forest　floor　in　Honshu
，
　Japan ．　To 　reduce 　the

cost　and 　labor　invo工ved 　in　the　cultivation 　in　the　field　in｝Honshu
，
　we 　attempted 　the　cultivation 　of

the　plant　in　an　unshaded （open ）field　in　northern 　Hokkaido　for　six 　years．　The　3rd　year，
5th　year

and 　6th　year　growth 　of　the　plant　and 　the 　berberine　type 　alkaIoid 　contcnts 　of 　thc　5−year　old 　and

the　6−year 　old 　rhizomes 　grown 　in　an 　unshaded （open ）fie】d　were 　compared 　w 仙 those 　gro 

in　a 　shaded 　field　in　Honshu （shading 　rate 　45−49％）．

　1．　The 　dry　weight 　of 　rhizomes 　grown　in　the 　unshaCled 　field　was 　less　than 　that 　in　the　 shadcd

field：thc 　dry　weight 　of　the　6−year　old 　rhizomes 　grown 　in　the 　unshaded 　field　was 　about 　87％

of 　that 　of 　the　6−year　 old 　rhizomes 　grown 　in　the 　shaded 且eld，

　2．　No 　significant　difference　in　berberine　type 　alkaloid 　contents 　was 　observed 　between　the皿 ．

　3． Though 　the　yield　of 　6ヴ ear 　old 　rhizomes 　grown 　in　unshaded 　fields　was 　less　than　that　in
Honshu　Japan

，
　open 　field　cu 且tivation　in　northern 　I｛okkaido 　see 皿 s　to　be　more 　useful 　from　the

management
’
s　point　of 　view ．

Keywords − Coptis／Oponica；unshaded 　condltion ；alkaloid 　contents ；northern 　Hok1 （aido

　 オ ウ レ ソ は古くか ら 日本で 栽培が行わ れ て い る が， 元来冷涼な 日陰 を好 み，兵庫県丹波地方 で は 日覆 い を 設置 した

畑 で ，また 福井県
・鳥取県お よび高知県で は お もに杉林 や広葉樹林の 林床を利用 し て栽培され て い る

la・b・c ）．本 種 の

生育 は きわ め て 緩慢で あ り，生育期間中の 光強度 の 程度 が生育 ・収量 に 大きく影響する
2a・b，．そ こ で ，遮光 に よ り光

強度を調節す る わ けで ある が，畑栽培 に お ける 日覆い の 設置 に は多大な費用 と労力を 必要 と し ， た とえば 5年栽培 に

お ける 日覆い 資材費お よ びそ の 設置に 要す る 労賃の 合計 は ， 総経費 の 約 15％ を 占め る ともい わ れ て い る
1d）．一般 に

高緯度地方に お ける 1 日当 り日射量は，夏至 の ときを除い て ，低緯度地方 に 比べ 低い こ と が指摘され て い る が
a）

， そ

れ を利用 して
， 本間 らは名寄制 こ お い て ， 栽培 5年生株を 2年間無遮光下で 栽培 し，遮光栽培 した場合 と比べ ，両者

の 生育に 差が な か っ た こ とを 報告して い る
4）．

　北海道北部地方 に は元来 オ ウ レ ソ の 自生 は み られない が，今 回著者らは，夏期冷涼 で か つ 1 日当 り日射量が 低 い 同

地 方 の 気象的要因 を考慮 し ， 畑栽培に お け る 遮光 eceeする 経費の 節減な らび に 省力化 を 目的とし て ，農業経営的な見

地 か ら み た 育苗期 か ら の 無遮光 に よ る 畑栽培 の 可能性を 検討 し生 育 ・収量 ・成分 を 従来 め遮光栽培 と比較 した ．
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TABLE 　I．　 Experimental　Design 　of　Trial　Cultivation　under 　an 　Unshaded 　Condition

Cultivation　in　the　nurserya
） Cultivation　in　the 　Fieldb）

Plots lst　 Yaer
（1985）

2nd　Year

（1986）

3rd　Year
（1987）

4th　Year
（1988）

5th　Year
（1989）

6th　Year
（1990）

ShadcdUnshadedShadedc）

Shaded Unshaded （Open ）

→

a ） Seeds　were 　sown 　on 　August　28，1984　and 　germination　was 　observed 　in　early 　April， 1985．
b） S  dlings　were 　transp玉anted 　on 　September　3，

1986，
c ） Shading 　rate　with 　cheese −c】oth 　is　from　45％ to　49 ％ （Detail　is　shown 　in　Fig．1）．
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Fig．1，　 Average　value 　of　Light　Intensity　from 　1987　to　1989

0 ： Unshaded， ● ： Shaded ．

実験材料および方法

材料と耕種概要

　兵庫県山南町 産 セ リバ オ ウ レ ソ の 種子を 国立衛生試験所 北海道薬用植物栽培試験場 （北海道名寄 市）で栽培し，得

られ た 種子を当試験場内圃場 （砂壌土）に 設けた 育苗床 に 1984年 8月 28 日に 播種 し た．1985 年 4 月 上旬 に 発芽がみ

られ，同年 5 月 よ り 10月中旬まで育苗床全体を寒冷紗 1枚で 遮光して 育苗 し た ．1986年 5 月 よ り，
TABLE 　Iに 示 し

た 遮光区 ・無遮光区を設 け，遮光区の み 寒冷紗 1枚 で 遮光 し，同年 9月の 定植ま で 育苗 し た．1986年 9 月 3 日に 2a

の圃場 に 10mxLlm の 床 を 玉2 床準備 し，遮光区 ・無遮光区各 6 床ずつ に ，苗 3 〜 5本 を 1株 と し て 株間 20cm で

5 列 （合計 3，・OOO株／2a）に 定植 した．遮光区の 遮光 は 寒冷紗 1枚 （遮光率 45〜49 ％，　Fig．1）に て
， 毎年 5月上 旬 よ

り 10月中旬まで 行 っ た，肥 料 は基肥 と し て ナ タ ネ 油 粕 60kg／2a を 定植時 に ，追肥 と して乾燥鶏 フ ン 60　kg／2aを毎年

5 月上旬に 施用 した．

　調　　査

　照度 は 5 月 か ら 10 月 ま で 3 年間，毎 日正 午 〜 1時 に デ ジ タ ル 照度計 （T −IH，ミ ノ ル タ ） に よ り，葉面積は 自動葉

面積計 （AAG400 ，林電工 ） に よ り測定 した．

　生育調査 ；発芽後 3年 目の 株 （3年生株） に つ い て ，1987 年 10月 9 日に 各区 20 株 を 1反復で 掘 り上げ調査 した．

同 5年 目の 株 （5年生株）に つ い て
， 1989年 5 月 6 日 よ り約 14 日 ご と｝c 　12 回，連続す る 20 株を 2 反復 で 葉数 ・花

茎数 お よび葉長 を測定 し，同年 10月 19 日に 同株を 掘 り上げ乾物重 ・葉面積 を調査 した．調査 した 根茎 の うち平均的

な生育を示 した 10株ず つ を 両区 よ り選び ア ル カ 卩 イ ドの 定 量 に 供 し た ．同 6 年 目の 株 （6 年生株）に つ い て ，1990 年

10 月 30 日に 連続す る 10株を 5 反復で 掘 り上げ，根茎乾物重を 測定 しfteq，任意 に 4 反復 で 乾燥根茎 を と り ア ル カ

P イ ドの 定 量 に 供 した ．

　 ベ ル ベ 1丿ン型 ア ルカロ イ ドの 定量

　1） 試料 の 調製

　試料を 超 遠 心粉砕機 で 48 メ ッ
シ ＝ 以下 に 粉砕 した 後，60℃ で 8時間乾燥 し，デ シ ケ

ー
タ
ー （乾燥剤シ リカ ゲル ）

中 に 保存した．
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　2）　高速液体 ク pv トグ ラ フ a
−

（HPLC ）用試験溶液の 調製

　黄柏 の 分析法
5）

に準じ ， 試料 100mg を 1％酢酸含有 メ タ ノ ール 50　ml で 抽出 （超音波，55〜60℃ ， 20 分間）し て

調製 した．な お ，四 川 省産味連 を用 い て 本法 と JP．　 XII の 抽 出法 で の ベ ル ベ リ ソ の 定 量 値 を比較 した とこ ろ ，両 者

に 有意な差を 認 め なか っ た た め ， 操作が簡単で し か も短時間 で すむ 本法を採用 した 6）．

　 3）　 HPLC の 条件

　機器 ； 日立 655高速液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ
，

ヵ ラ ム ；Develosil　ODS −5K （4．6φx250 　mm ）， 移動相 ；1／15M

NaH2PO4f ア セ トニ ト リル （1 ： L ドデ シ ル 硫酸ナ トリ ウ ム を ll 当 り lg 添加），流速 ；1・Oml ／分，カ ラ ム 温度 ；

40℃ ，検 出 波長 ；340　nm ，試 料 注 入 量 5 μL

　4） 標準品
6）

　塩化ベ ル ベ リル ン は ア ル プス 薬品工 業，ヨ ウ 化 パ ル マ チ ン は京都有機化学研究所，塩化 コ プチ シ ソ は和光純薬工 業

よ り入 手 し，ヨ ウ化 ヤ テ オ リジ ン は 北 海道産黄連 よ り単離し た もの を 用 い た ．

　5）　HPLC に よ る 定量

　上 記 の 条件 で 分析 し た結果，Fig．3 に 示 した ク Pt マ ト グ ラ ム が得られ， 4成 分 の 分離定 量 が可能で あ っ た．お の お

の の 標 準品 で 作成 し た 検量線 か ら得 られ た値に 係数 （berberine； 0．866
，
　 palmatine ； 0．771

，
　 coptisine ； 0，881 お よ

び jatrorrhizine； 0．764）を 乗 じ ，
　 berberine（C20HlgNO5），

　palmatine （C21H23NOs），
　 coptisine （ClgHlsNOs）お よ

び jatrorrhizine（C20H21NO5） に 換算 した．

結 果

　 1） 葉長 （Fig．2）

　 5年生株 に お ける 春 か ら秋 まで の 推移を Fig．2 に示 した．遮光区で は新葉 の 展開か ら6 月初旬まで 急激 に 増加 し

た 後，増加 は緩慢と な り 7月 中旬を 境 に 増加 は 停止 した．一
方，無遮光区 で は 6 月初旬 まで 急激 に 増加 し，その 後 ほ

ぼ 一
定 と な っ た ．そ し て 萌芽直後 の 5 月上 旬か ら収 穫 を 行 っ た IO 月中旬 ま で 終始 ， 遮光 区 の 葉長 が無遮光 区 に 比 べ

有意 に 高か っ た．

　2）　葉数 （Fig．2，　 TABLE 　II）

　 5 年 生 株 で は 両 区 と も 7 月中旬 まで 急激に 増加し ， 遮光区で は以後増加は停止 した が，無遮光区で はそ の 後も 9 月

中旬 ま で ゆ るや か な増加 が 続い た． 3年生株で は両区 に ほ とん ど差 が な く，ま た 5 年生株 で も 7 月中旬 まで は両区 に

差 が認め られ な か っ た が， 8 月 以 降 無遮 光 区 が遮光区 を 上 ま わ り，殊 に 8 月 下旬以 降 10 月 ま で は有意 な差 が 認 め ら

れ た ．

　3） 花茎数 （Fig．2）

　 5 年生株の 開花は 4月下旬 の 融雪 と同時 に み られ た が ， 同年はほ と ん ど結実す る こ と な く，花茎は花 の 終了後順次

枯れ始 め ，
5 月上 旬を 最高 に 以後急激 に 減少 した．な お ， 両 区 に は差が認め られ な か っ た．

　4） 葉 面積お よ び芽数 （TABLE 　 II）

　 5年生株 の 秋 に お け る葉面積 は遮光区が 有意 に 高 い 結果 とな っ た ．株に 形 成 され た 翌年 の 花芽お よ び葉芽の 合計数

は無遮光区が 多 か っ た が有意な 差 で は な か っ た ．

　5）　乾物重 （TABLE 　II
，
　 III）

　3年生株で は地 上 部 ・地下部ともに 両 区 に 有意な 差が認 め られ な か っ た が，5 年生株 で は地 上 部 ・根茎 部共 に 遮 光

区が 無遮光区 を有意に 上 まわ り，無遮光区の 根茎乾物重 は遮光区 の 82％で あ っ た．ま た，6年生 株に お ける 根茎乾物

重 は遮光 区 が無遮光区を 上 ま わ っ た もの の 有意な差 は 認め られず，無遮光区 の 根茎乾物重 は遮光区の 87％で あっ た．

　6） ベ ル ベ リ ン型 ア ル カ ロ イ ド含量 （TABLE 　III，　 IV ）

　5 年生 お よ び 6年生株 の 根茎 に お け る ア ル カ 卩 イ ド含量 に は，各成分共両区に 差が 認 め られなか っ た．な お，ベ ル

ベ リ ン 含量 は両区 と も JP．XII の 規格 （塩化 ベ ル ベ リ ン と して 4．2％） を 上 ま わ る もの で あ っ た ．

考 察

　1） 名寄市 に お け る 気温 ・降水 量 お よ び 日照時間 を 1986 年か ら 1990 年まで の 5 年間の 平均値7）
で 示 した （TABLE

V ）．それに よ る と，夏期の 最高温度 は福井県 の 生産地
le〕

とほ ぼ同程度ま で 上 が り， 加え て 7 月期の 雨量 が 少な く，こ

れ らが夏期 の生育 の 制 限 要因 に な っ て い る と考えられ る．5 年生株に お ける 遮光区 の 葉数が 8 月 以降増加が 停止 した

の は ， 三 鍋 らが指摘す る
s）

夏期 の 生育休止期 に あた る もの で あろ う．一
方，無遮光区 は 8月 以降も葉数がゆ るや か に
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Fig. 2. Comparison ofthe  Growth of  Cbptisfaponiea MAKJNo  Grown  under

      Shaded and  Unshaded Conditions (the 5-year old  plant)

Vertical bars represent  standard  deviatien of  mean  values. 
*
 and  

'"
 show  sig-

nificant  difference by t-test at the 5 %  level and  the  1 %  level, respectively.

TABLE  II.Cemparison  ofthe  Growth of  Cbptis iaponica MAKiNo  Grown  under

Shaded and  Unshaded Conditions

Dry  Weight

Plant Age
 Plots

 LeafLength

 (cm)

Number  of
 Leaves

Number  of
  Buds

Leaf Area
(cm21Plant)Aerial Part

 (g/Plant)Rhizome(g/Plant)Rhizome
&  Root
(g/Plant)

5-Year Old  (In 1989)
 Shadeda' 28.4± 2.7'"

Unshaded 19.8± 1.396,

 7± 8, 1

109. 5± l, 5*19.

 7± O. 4

21.0± L42729,

 4± 18T 5**

1326. 3± 34L 524.

 2± 1, 5*

16. 0± 4. 14.

 4± O. 07**

3. 6± O. 14

3-Year  OId (In 1987)
 Shaded 

-

Unshaded -
49. 2±  15. 9
45.1 ± 18.4Z2

± L6

6.7± 2.7

6.3± 2,3
6.9± 3.0

12. 2±5

 9. 1± 4.6.2

Each value  is mean  ± standard  deviation.
*  and  **  show  significant  difference by t-test at the 5%  Ievel and  the 1 % level, respectively.

a)  Shading rate  is from  45 %  to 49 %  (Detail is shown  in Fig. 1).
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TABLE 　III，Dry 　Welght 　of 　Rhizome （gfplant）and 　Alkaloid　Contents　in　the　6−Year　Old 　Rhizome
of　coptis　iaponica　MAKINo （w ！w ％）

Samples Dry 　Weight
of 　Rhizomea ）

Alkaloid　Contentsb＞

Jat COP Pal Ber Total　Alkaloid

ShadedUnshaded 7．8 ：ヒ1．05

6．8± 1．281

，ll± 0．08　　　1．62 ± 0．09　　　0，26 ± 0．Ol　　　7．26±0．26
1．09 ± 0．09　　　1．49 ± 0．04　　　0，21 ±0．02　　　7．67± 0，45

10．25±O．35

10．47±0，59
a ） Each 　value 　is　mean 　of 　50　plants　±　standard 　deviation．
b）Each　value 　is皿 ean 　of 　4　repetitions 士 standard 　deviation．
Jat：jatrorrhizine，

　Cop ： coptisine
，
　Pa1 ：palmatine，

　Ber ： berberine．

TABLE 　IV．　 Alkaloid　Contents 　in　the　5−Year　Old　Rhlzome 　of α 脚 ∫ faponica　MAKINo （w ！w ％）

Samplcs Jat COP Pal Ber Total　Alkaloid

ShadedUnshaded 0，96 ±0，19

0．93±0．06

1．52± 0．26

1，51± 0．24

0，玉9±0．05

0．16±0．05

6，67±0．53

6，79±0．72

9．34±O．70

9．40±0．89

Each 　value 　is　mean 　of 　10　plants±standard 　deviationE

Jat：jatrorrhizine，　Cop ： coptisine
，
　Pal： palmatine，

　Ber ；bcrberine．

10 1　 　 　 ■

5

IA

りー

，　 　

15 （min ）

Fig，3．　 HPLC −Pro且le　of 　the　MeOH ！AcOH （99 ； 1）Extract　from　the
　　　　Rhizome 　of 　Coptis／aponica 　MAKINo

l：jatrorrhizine， 2；coptisine ， 3：palmatine，4 ：berberine．

増加 し，遮光区 に 対し有意 に 高 か っ た が， 葉数は増加 して も葉長 は 増加 して お らず， 新 し く展開 した 葉 は既存の 葉 の

下側 に 展開 して お り，夏期 の 高温 ・強 日射 お よび土壌 の 乾燥 に よる 葉の 障害 に 対する 補償作用 と考 え られ る．

　2） 本州 に お い て 発芽後2 年 目の 苗を無遮 光条件 で 栽培 した 場合，枯死 株 が 多発
2b〕

す る こ とお よび 生育 が 著 し く障

害を受け る2a）
こ とが報告されて い る．本実験 に お い て 無遮光区の 根茎 乾物重は遮光区 に 比べ 終始劣 っ た が ， その 差 は

比 較的小 さ く，また 枯死株 が ま っ た くみ られ な か っ た の は ，夏期 の 高温期が 短 く，か つ 夜間 の 温度 が 低 い （TABLE

V ） こ とに よ り，夏期の 根茎 生 育停止 期間が短縮 され る こ と、お よ び 高緯度に よ る 日射量 の 低下
3）
に よ り．春期

・
秋

期 の 根茎生育へ の 障害 が 軽減 され る こ とに よ る と考 え られ る．

　3）　根茎乾物重と栽植密度か ら推定 した 10a 当 り収量 は ， 6年生株の 遮光区で 116kg
， 無遮光区で 102　kg と な

（314）
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TA 肌 E　V．　 Monthly 　Average　Values　of 　Air　Telnperature
，
　Prccipitation　and 　Sunshine

　　　　　Hours 　at　Nayoro　from　1986　to 重990

Air　temperature

Maximum
　 　℃

Mean
℃

Mjnimum
　

QC

Precipitation
　 　 mm

Sunshine　hours

 

跳

瓶

觚

勘

甑

凪

 

蹠

鰍

甑

踰

一5，4
− 3．9

　 1．3

　8．715

．821

．725

，325

．520

．　613

，3
　 4．3
− 1．5

一9．8
− 9，5
− 3．2
　 3，810

，015

．219

，220

，415

．0

　 7．9

　0．9
− 4．9

一16，．0
− 16．5
− 8．7
− 1．2

　 3．6

　 8．9

　 14．0

　 15．9
　 10，1

　 3，0
− 2，6
− 9，3

56．036
，444

，057

．257

．649
．272

，0144

，4115

．0112
．6116

，881

．4

126．1174
。9214

．6198

．8202

，0214
．9209

．2172

．5167
．5149

．077

．　979

．9

Total 942．6 1986，8

り，
こ れ らの 値 は本州の 生産地 と比 べ て 低い 収量 で あ るが

lc・8＞

， 農業経営的な見地 か らみ れ ぽ 遮光 に 要す る 経費 と労

力を省略す る こ とが で き．発芽後 2年 目以降 の 無遮光区栽培 は十分 成 立 し うる と思 わ れ た．本 報告で は発芽 後 6年 目

まで の 生育を 比 較 した が，齢 の 進行 と と もに 徐 々 に 比較的強 い 光 を好む よ うに な る こ とが 指摘 され て お り
lb ・c ・9），こ

の よ うな 本種 の 特性 を 考 え る と無遮光区と遮光区との 根茎 の 収量 差 は さ らに縮少す る と考 え られ ，今後栽培年数 と収

量 と の 関係に つ い て さらに 検討す る必 要 があ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　　 論

　北海道北部地方 に お い て ，発芽後 2 年 目か ら 6年 目ま で 無 遮 光 畑栽培を 実施 し，そ の 間遮光率 45〜49 ％の 条件 で

栽培 し た 場合 との 生育を 比 較 した ．ま た，発芽後 5年 目お よび 6年 目の 根茎 に お け る ベ ル ベ リ ン 型 ア ル カ 卩 イ ドを定

量 し同様 に 比較した・

　1）　無遮光区の 根茎乾物重 は遮光区 に 比 べ 劣る が
， そ の 差は 比較的小 さ く， 6 年 目の 根茎乾物重 は，遮 光 区 の 87

％で あ っ た が 有意な差 で はなか っ た．

　2）　ベ ル ベ リ ン 型 ア ル カ ロ イ ド含量 は両 区 に 差が認め られず，い ずれ も JP・XII の 規格を 上 まわ る もの で あ っ た，

　3）　無遮光区に お ける 発芽後 6年 目に お ける 10a 当 り推定根茎収量 は本州 の 主 産地 と比 べ 劣 る が，遮光 に 要す る 経

費 と労力を省略す る こ とが で き，農業経営的見地 か らみ れば，発芽後 2年 目以 降の 無遮光栽培 は 十分成 立 し うる と考

えられ た ．

　謝 辞 ： 本実験 を 実施す る に 当た っ て，栽培
・
調製 ・調査 に 協力を い た だ い た 国 立 衛生 試 験 所 北 海道薬用植物栽培

試験場の 三 浦忠
一

技官 ・沢井清道技官 ・佐藤里 子氏 な らび に 成瀬ひ とみ 氏 に 感謝 し ます．

引用文献および注

1）財団法人 日本特殊農産物協会 ， 薬用作物産地実態調査報告書 （オ ウ レ ン ），（1981）， a）p．11； b）p。69； c）p．

　 130；　d）　p．38；　e）　p．4．

2）a）大 野忠郎， 衛生試報 ， 85， 100 （1967）； b） 田 中孝治 ， 田中　博，鈴木幸子，吉沢政夫，秋山和幸 ， 安田一郎，

　 東京都衛 生局学会誌 ， 73，112 （1974）．

3） 日 本農業気象学会編，
“
農業気象 の 実用技術

”

，養賢 堂，東京，1972，p ．376．

4）本間尚治郎，堀越　司，山岸　喬 ， 森三佐雄 ， 日本生薬学会第 25年会講演要旨集，福岡 ， p．21 （1978．10）．

5）姉帯正 樹，林　隆章 ， 山岸　喬，道衛生 研究所報，37，18 （1987）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（315）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

6）姉帯正樹， 道衛生研究所報 （執筆中）．

7）旭 川地方気象台，上川 ・留萌地方農業気象速報，8〜12 （1986〜1990）．

8）仙城　律， 三 鍋 昌俊， 日作紀，
36

，
1 （1967）．

9）日本公定書協会編，

“

新しい 薬用植物栽培法
”

， 廣川 書店 ， 東京，
1970，p．66・

（316）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


